様式第７号(用紙　日本産業規格Ａ４縦型)　　　　　　　　　　　

申請者の称号又は名称：　　　　　　　　　　　　　　　

提案する訓練の整理番号、科名：　　　　　　　　　　　

訓練カリキュラム

１　訓練全容

	訓 練 目 標
	

	目標とする

人材像
	

	就職を見込める職　　　種
	

	訓
練
内
容

	科　　　目　　　名
	教　　科　　の　　内　　容
	時 間（ｈ）

	
	学　科
	
	
	　　　　　 ｈ

	
	実　技
	
	
	　　　　　 ｈ

	
	職場見学等

職場実習・
	
	
	　　　　　 ｈ

	
	就職支援、

入校・修了手続き、

オリエンテーション　等

訓練導入講習
	
	　　

　　　　　 ｈ

	合　　　計
	           ｈ


· 目標とする人材像には、資格・検定の有無、内容も含めて記入すること。

· 職場実習・訓練導入講習はデュアル型訓練の場合のみ記入すること。

· 就職支援、入校・修了手続き、オリエンテーション等に12時間以上確保すること。

２　月別カリキュラム（予定）

	月
	学科・実技・職場実習・職場見学等・就職支援等の別
	科　　目　　名

（就職支援の内容）
	時間
	従事

講師名

	１
	
	
	
	

	２
	
	
	
	

	３
	
	
	
	

	４
	
	
	
	


· 月は、訓練開始から起算した月数を指す。提案する訓練期間分を記載すること。

· 就職支援は、様式10（訓練実施運営・就職支援体制）で記載する支援内容と整合をとること。

· 複数コースある訓練については「２.月別カリキュラムの従事講師名欄のコース②、③」も記入すること。

· 訓練期間に合わせて、適宜、行を追加すること。

３　各科目に対する評価項目

	    科　　　　　 目
	  知識、技能・技術に関する評価項目

	学
科
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	実
技
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


· 科目ごとに、評価項目を記載すること。

· 科目、評価項目の数に合わせて、適宜、行の追加等を行うこと。

